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統合型位置情報通知システム（概要）

出典: 新発信地表示システムと位置情報通知システムの統合に係る実証試験 最終報告書（平成23年3月消防庁）

○統合型位置情報通知システムは、NTT加入電話や携帯電話、IP電話からの119番緊急通報に際して、通報者の
位置情報等を消防本部へ通知するためのシステム。

○電話提供事業者が設置するサーバから各消防本部の位置情報受信装置に対して、IP-VPNによる位置情報
ネットワークを介してデータを送信。通報元がNTT加入電話もしくはIP電話の場合は、電話が設置されている
住所情報等、携帯電話の場合は、携帯基地局情報やGPS測位結果等から割り出された位置情報を通知。
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119番以外の緊急通報手段③

Net119緊急通報
システム

聴覚･言語障害者向けの手段（既存サービス）

○音声による119番通報が困難な聴覚･言語障害者が消防への緊急通報を行えるようにするため、
FAX119、メール119、Net119緊急通報システムを提供。

FAX119

メール119

 FAXを用いて消防本部へ緊急通報を行うもの。※事前登録が必要な場合あり。

 通常のFAXと同様に電話回線を使用し、指令センター等に設置されたFAX機へ
通報。

 以前より各消防本部にて独自に運用されていたが、「聴覚･言語機能障がいに
対応した緊急通報技術に関する検討会」報告書（平成23年３月消防庁）において、
通報に用いるフォーマットを作成。

 事前に登録した人が、メールを用いて消防本部へ緊急通報を行うもの。

 インターネット回線を使用し、指令センター等に設置された端末へ通報。

 以前より各消防本部にて独自に運用されていたが、「聴覚･言語機能障がいに
対応した緊急通報技術に関する検討会」報告書（平成23年３月消防庁）において、
通報に用いるフォーマットを作成。

 事前に登録した人が、インターネット上のWEBページから緊急通報を行うもの。

 民間事業者がクラウドサービスとして各消防本部にサービス提供。インターネット
回線を使用し、指令センター等に設置された専用端末へ通報。

 平成23年頃から一部の消防本部で独自に運用が開始され、「119番通報の多様
化に関する検討会」報告書（平成29年３月消防庁）において、消防本部間での相
互接続のための共通仕様を策定。
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【参考】大規模災害時におけるSNSの活用可能性の検討

大規模災害時におけるソーシャル･ネットワーキング･サービス（SNS）の活用

○消防庁では、東日本大震災においてSNSの情報が契機となった救助事案が報告されたことから、大規模災害時に
おけるSNS等を活用した緊急通報の可能性について検討を行うため、「大規模災害時におけるソーシャル･ネット
ワーキング･サービスによる緊急通報の活用可能性に関する検討会」を開催し、平成25年３月に報告書を取りまとめ。

○消防庁がSNS等による救助要請等を一元的に受け付け、各消防本部にリレーする体制を念頭に、各種課題及び解
決方法について検討。

課題と解決方法

（１）最低限必要となる情報の提供

 電話と異なる聞き返しながら状況を把握することができないため、消防活動に
必要な最低限の情報が通報時に提供されることが必要。重要性が高い情報と
して、発生場所、氏名、発信者の連絡先、災害種別、災害状況等が挙げられた。

（２）情報のフィルタリング

 災害発生地域において出動可能な人員等の資源にも限りがある中、情報の信
頼性や確度を向上させることが不可欠であり、信頼性の高い情報を収集する
ための機械的なフィルタリングが必要。

（３）発信者の位置と災害の整合性

 災害発生地域以外からの情報には、繰り返し展開される情報や伝聞情報が多
く含まれるので、発信者の位置と災害発生地域を紐付ける等の対応が必要。

（４）通常時との使い分け

 大規模災害時のみ閲覧可能な入力フォームを用意し利用する時期を限定する
などの対応が必要。

（５）個人情報の取扱い等

 個人情報の提供等についてユーザから事前承諾を得る等、一定の取り決めを
明確にすることが必要。

（６）事業者からユーザへの周知事項

 利用上の制約について、ユーザに対して事前に周知しておくことが必要。

消防庁への情報の提供方法（例）

 SNS等事業者で連携･協力し、大規模災害時にSNS等を
活用する共通の通報フォームへの誘導や、情報をフィル
タリングするための共通システムの構築

 広く事業者が参加できるよう、インターフェイス等を公開
する仕組み作り

 精度の一層の向上のため、民間のICT専門家やボラン
ティアの協力等

 フィルタリングにより膨大な情報から正確なものを抽出し、
迅速な情報集約と情報提供がなされることが必要
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